
 教科における課題 

（□） 

身に付けさせたい力 

（・） 

課題を解決するための取組（○） 

授業改善策(☆) 

国

語 

□言語の習得 

 

 

 

 

 

 

□話す・聞く力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

□読む力の育成 

 

・漢字を正しく読み書きす

る力 

・言葉の意味を知り、文

や会話の内容が分か

り、用いる力 

 

 

・話を正確に聞き取る力 

・分かりやすく伝える力 

 

 

 

 

 

 

・文の内容が分かり、感

想や意見をもつ力 

○既習漢字の習得のために、確かめや小テストを

活用する。 

☆既習漢字を日頃から使うようにして定着を図る。 

☆国語辞典・漢字辞典を活用し、授業の中で調べ

る時間を取り入れる。 

☆家庭学習と連携した授業の実施。 

授業で学ぶ→家庭で復習→授業で発表。 

○最後まで話を聞くこと、声の大きさ、速さを考えて

話すことの徹底。話す・聞く場面を増やす。 

☆「話型（はい、です、ます）」を日常の中で意識さ

せ、発表の際に活用できるようにする。 

☆相手と自分の考えを比較したり、返答を意識した

りして、日常的に考えながら聞くようにする。 

☆「話す・聞く」の単元では、どう話し、どう聞けばよ

いのかを考えさせる。 

○スムーズに読み、内容を理解できるようにするた

め、毎日音読練習に取り組む。 

☆家庭での音読練習の成果を発表できる場面を

授業に設定する。 

☆読み取ったことを話し合ったり、書く学習を繰り返

し行ったりする。 

社

会 

□知識技能の定着 

 

 

□資料活用力の育成 

 

□表現力の育成 

・都道府県の位置と名前

などの知識と、地図帳

を活用する力 

・資料を正しく読み取る

力 

・ノートや新聞などにまと

める力 

○かるたの作成やクイズなどを繰り返す。 

 

 

○資料の見方、読み方の学習を繰り返し行う。 

 

○学習したことを自分の言葉でまとめる活動を設

定することで、知識を定着させ、理解を深めると

同時に表現力を育てる。 

算

数 

□計算力の定着 

 

 

□学習意欲の向上と 

持続 

 

 

□言葉で表現する力 

・四則計算を正しく行う

力 

 

・自力または話合いで課

題を解決する力 

 

 

・間違いから学ぼうと す

○計算力の定着 

☆大賀郷タイムで既習事項のプリント学習などを

行い、基本的な四則計算の力を付ける。 

○思考する、話合いの時間の確保、教材の工夫 

☆問題解決学習を行い、一人一人が自分の考えを

もって自力解決できるようにする。 

☆ノートの取り方を指導する。      

○算数の言葉や図のかき方を具体的に指導する。 
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の向上 る態度や粘り強さ 

 

・はっきり、分かりや すく

説明する力 

☆問題の大事な言葉や数を捉えさせ、一人一人が

立式できるようにする。 

☆問題文を、具体物や図・数直線を活用して表し、

問題解決ができるよう練習していく。 

理 

科 

 

□学習意欲の向上(自

然への関心、愛着) 

□科学的思考力の育 

 成 

 

 

 

□発表への意欲や工 

 夫 

 

 

 

 

・調べる力（観点をもって

観察する力） 

 

・考察する力 

 

・発表する力 

・表現する力（絵図や言

葉） 

 

○タイムリーな理科的話題を紹介する。 

 

○生物単元中心に、観察のポイントに注目させ、 

スケッチや気付きを記録する。 

☆丁寧に記述する時間を確保する。 

○自ら観察し記録したことをもとに考察する。 

☆他者の考察とのすり合わせの時間を確保する。 

○発表し合う場面を多く設定する。 

○ノートやカードなどへの、内容に合わせた記述の

仕方を丁寧に指導する。 

☆発言しやすい場面環境を整える。 

☆内容を重ねることでの深化、授業形態の安定化 

 を図る。 

図

工 

□想像したことを絵や

立体で表す力の向

上 

□造形活動を充実さ

せるための知識・技

能の育成 

・つくりたいものを思い通

りにつくることができる

力 

・モダンテクニック、木版

画の技法 

 

 

・身近な作品や美術作品

を鑑賞する力 

○見通しをもちながら作品作りに取り組む。 

☆試作体験を多く取り入れ、完成させる。 

 

〇単元の中でモダンテクニックの活動を通して、

様々な表現方法を身に付けられるようにする。 

☆ドリッピングやスパッタリング、コラージュなどの表

現方法を経験できる活動を行う。 

〇身近な作品や美術作品を鑑賞する活動を通し

て、自分の見方や感じ方を広げられるようにす

る。 

☆単元の最後に必ず作品鑑賞の時間を設定する。 

☆単元の中で美術作品の表現方法やアイデアを

紹介する。 

音

楽 

□互いの歌声や副次 

的な旋律、伴奏を聴

いて、声を合わせて

歌う 

・聴き合う力 ○斉唱、輪唱の楽曲に加え、楽曲の一部分が二部

合唱になっている合唱曲を取り入れる。 

☆トーンチャイムや簡単な重唱で、音が重なり合う

響きを感じ取る常時活動を設ける。 

☆自信をもって正しい音程で副次的な旋律を歌え

るよう、全体で練習する時間を取る。 

体

育 

□体力の向上 ・運動技能 

 

・基礎体力 

○学習カードを活用し、技能ポイントを理解させ、体

力を高める。 

〇体力向上月間との関連を行う。 


